









Copylight (c) 2001 笠井雅直
名古屋学院大学論集 社会科学篇 第37巻 第3号 (2001年月)
戦時下における航空機産業の研究開発と生産システム
ー 三菱・航空機部門の事例を中心にして一












































































































































































































































































































































































































































































































機   体
検査課 材料風洞試験場 総務課





1,5571,94081 3,578 418 77
発動機 総務課
小 計








第 一 第 二 設計課
工作課 工作課 研究課










? 3,839 213 190 81
1,8421,9861,678128
(108)




第 一 第 二 設計課
工作課 工作課 研究課














8,501 346 470 78 146
技 術 部第 一
工作部
第 二
工作部 設計課 研究課 其他 検査課 其他 総務部
7,3237,302177 81 287 1,177 188 277
8,047,460186 91 314 1,234 180 285
技 術 部 検 査 課第 一
工作部
第 二
工作部 設計課 研究課 其他 海軍 陸軍
其他 総務部
8,7028,248194 135 398 285 295677 646
8,76310,603140 142 449 795 800 400 343
技 術 部第 一
工作部
第 二

















































































































































































































































































































16)前掲 跛 史叢書 陸軍航空兵器の開発・生産・補
給」380ページ以下。













0カ 前掲 p裁史叢書 陸軍航空兵器の開発。生産・補
給」405ペーシ以下。





00 「所史 (案)昭和5年5月編纂 三菱航空機株
式会社名古屋製作所」135-136ページ。
00 「往事茫茫」第一巻,菱光会,17ページ。
0り 史料室所蔵史料。なお,三菱重工業株式会社名古
屋発動機製作所においても,「組立工場にタクトシス
テムを,機械工場にコンペヤシステムを採用して」
いたのであるが (三菱発動機技師エイ何支術部第二工
作課長辻猛三「航空馴 多量生産技術と戦時急速
増産」「日本能率」日本能率協会,3-2,1944年, 2
ペーシ),その検討は機会をあらためねばならない。
付記 本稿の作成にあたっては,財団法人三菱
経済研究所付属三菱史料館,および三菱
重工業株式会社名古屋航空宇宙システム
製作所史料室に大変お世話になった。記
して感謝の意を表したい。さらに,近藤
哲生先生 (金城学院大学教授)には,名
古屋市史編纂の作業の一端に加えて頂
き,資料等の点で多くをおっていること
に感謝を申し上げたい。
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